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厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業） 

 （分担）研究報告書 
 

       熊本地震発生後の神経疾患への対応に関する研究 
 

       研究分担者 中島誠 熊本大学大学院生命科学研究部神経内科学 

 平成28年熊本地震における神経内科の対応と問題点について検
討し、今後の災害時神経疾患への対応について（難病疾患を含め
て）提案をおこなった。詳細は添付の論文、PDFを参照。 

 

 
    連絡がとれない時の体制作りを十分に準備 

 しておくことが重要であると思われた。平時から 
 人工呼吸器装着患者を含む在宅難病患者の 
 把握ならびに支援体制の整備,薬剤供給体制 
 整備と、予備薬剤保管等を検討しておくことが 
 重要である。また神経難病患者患者は,通常の 
 避難所で生活できない場合も多いため,福祉 
 避難所を各地域に設け,それを周知する必要 
 がある.新生児医療など他の疾患領域におい 
 ては,周辺都道府県との間で緊急搬送・受け 
 入れ体制が整備されつつ あるが,難病患者 
 においても,同様の体制を整える必要がある。 
 
 Ｅ．結論 
 日本神経学会においても災害支援のため 
 のガイドラインが整備されていくことになるが、 
 各地域において, 大規模災害に備えての体制 
 の整備と,災害が生じたときの迅速な対応が求 
 められる。 
 
 Ｆ．健康危険情報 
  該当なし 
 
 Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 中島誠,安東由喜雄他 熊本地震における 
 神経内科の対応と問題点臨床神経学 2016;  
 56:827-31 
  
 2.  学会発表 
 熊本地震シンポジウム2017 
 震災時の災害関連疾患とその対策  
 中島誠、安東由喜雄 他 2017.4.22 熊本市 
 
 Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  なし 
 

 熊本大学大学院生命科学研究部神経内
科脳血管障害先端医療寄附講座教授  

 
       Ａ．研究目的 
        熊本地震後の神経疾患への対応と、その 
      問題点や今後の課題について検討すること。 
 
       Ｂ．研究方法 
        熊本大学大学院神経内科学講座および 
      関連施設での熊本地震後の神経疾患への 
      対応についてカルテ、インタビューを 
      通して解析する。 
 
       （倫理面への配慮） 
        後ろ向き研究であり、介入ではないが、 
      熊本大学倫理委員会で承認されている。 
 
       Ｃ．研究結果 
        発災後数日：神経難病患者が避難先での 
      不自由さのために早期に損壊した自宅に 
      帰還した患者も多く,中には受け入れ可能 
      な福祉避難所や病院の情報を得られな 
      かったために,神経難病患者が車中泊を余儀 
      なくされ死亡するという痛ましい事件もみられ 
      た。患者や一般住民への迅速な情報提供が 
      課題として残った。このためやや遅れたもの 
      の、5 月 6 日に神経難病相談窓口を設置 
      し、新聞や地元テレビ局を通じて広報した。 
 
       Ｄ．考察 
        緊急時においては通信機器が使用できない  
      状況が想定されるため緊急時の連絡方法と 
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